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Muller-Rommel, eds., 1989、Chandler and Siaroff, 1986、Frankland and　Schoonmaker, 1992、Muller-Rommel, 1989、
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なものとして、Poguntke, 1989 、Muller-Rommel ed., 1989、Richardson and Rootes, 1995などがあるが、共同研究まで
含めると、エコロジー政党ないしはニューポリティクス政党の比較研究は、文字通り枚挙にいとまがない。
11　南ザクセン州は北海沿岸にあり、北海の汚染問題に関心が高く、また、ブレーメンでは伝統的に左翼勢力が強かったた
め、社会民主主義者と環境運動家それに反核運動団体などが連合して、「緑のリスト」の結成が可能になった。
12 　西欧の他のいくつかの国でも同じだが、彼らは既成の政党との違いを示すために党名に「政党」と入れていない。た
だし、一般に日本では「緑の党」といわれているため、ここでは他国のものも併せて、「緑の党」と表記することにする。
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13 　連邦党結成の党大会では「二重党籍」問題で紛糾し、その場では解決されず、決定は州レベルにゆだねられた。また、
３月のザールブリュッケンでの綱領大会では、保守エコロジー派と左翼・サブカル派が対立。エコロジーを優先するか他
の社会問題や外交・防衛などと並列するか、さらには妊娠中絶自由化の問題などで分裂手前まで議論が紛糾した。そして
81年１月にはグルールが脱党。翌３月に「エコロジー民主党」を結成した（のちに衰退）。このように、その結成当初から、
内部に深刻な分裂を抱えての船出であった。
14 　ドイツ緑の党の社会運動からの発展にかんして、Muller-Rommel, 1985aを参照。
15 　フィンランドの国会議員選挙制度は、全国を14の選挙区に分割したドント式の比例代表制になっている。したがって、
地域的に支持者層の偏りがある方が議席獲得には有利になる。緑の党の支持者は南部地域の都市部に多いため、ややその
恩恵は受けているといえよう（Paastela, 2002: 18-19）。
16 　このように、反対の多いなかで、政党登録を行った理由には、それによって得られる次のようなメリットがあったと
いう。まず、政府から政党補助金の交付を受けることができるということ。そして次に、連立政権に加入することが可能
になるということである。
17 　ハンブルク市では78年６月の市議会選挙で「緑のリスト」と「多色のリスト」が選挙に参加して「緑のリスト」が1.0％、
「多色のリスト」は3.5％の得票に留まったが、これら２つの「リスト」がのちに「緑とオルタナティヴ・リスト」へと統
合している。
18 　現在、「AGALEV」は「Groen!」と名称を変更している。
19 　スウェーデンでは、共産党、社会民主党、自由党、農民党、保守党による「５党体制」が1921年以来変わらないスウェー
デン政治の伝統であった（Vedung, 1988：78）。したがってこのとき、新しい政党が議会で議席を得ると、それは実に60
年以上にわたる伝統的な政党システムを変えることになったのである。
20 　ヴェドゥングはこの敗北の原因を、「１：メディアの障壁、２：資金的な問題、３：小政党への投票が死票になってし
まうという心理的影響を有権者に与えた最低得票率の壁、４：設立から一年しか経っていないできたばかりの組織の脆弱性、
５：伝統的な左右イデオロギーを軸から独立した環境政党の位置づけを有権者が理解しきれなかった、６：環境政党とし
て理念的な「隙間（niche）」を見出すことが困難であった、７：総選挙当時の経済的悪化から環境問題に有権者の関心を
向けることが難しかったこと」にあったと分析している（Vedung, 1988: 105-107）。
21 　ただし、留意しておくべきなのは、同じ新興政党でもエコロジー政党のなかには、もともと既成政党に反対すること
をその存在意義としてきた政党も多く、連立政権への参加となると彼らの反対してきた既成政党との協力が必要となるた
め、より乗り越えるべき壁は高いということである。そうした高い障壁を乗り越えての連立政権参加は、エコロジー政党
内で激しい論争を巻き起こさずにはおかないし、大幅な組織改編や政治理念・政策内容の変更を余儀なくされる。それは、
単に「野党」からの脱皮というよりは、「反対政党」からの転換というべきものである。したがってここでは、”opposition 
party”の訳語として、「野党」ではなく、既成政党に与しない「抵抗政党」としての意味も含めて「反対政党」という訳語
を使った。
22　著名な緑の党の現実主義派ジョシュカ・フィッシャーが、環境・エネルギー問題担当大臣として緑の党初の州政府閣僚
となった。
23 　この連邦議会選挙の時点で、両党はまだ正式に合併していない。
24 　南ザクセン州のユルゲン・トリッテンや北ライン・ウエストファリア州のべーベル・ホーンが連立政権入りしている。
また、地方や州レベルでは、キリスト教民主党との連立すなわち「黒緑連合」の可能性も模索された経験があり、このと
きまでに地方レベルでは緑の党はすでに、体制内政党になっていた。
25 　98年ドイツの赤緑連立政権については、Lees, 1999を参照。
26 　極右や極左などの反体制政党を比較研究したアベディによれば、「イタリアでは、反体制政党への支持が常にひじょう
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に強かった」。イタリアでは、彼の定義による「反体制政党」への支持は、46年に8.8％あったのが、94年には77.6％にもなっ
ているという（Abedi, 2004: 53）。
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